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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
キャスターと車輪とで移動自在に支持された基台と、この基台に立設された一対の支柱と
、これらの支柱にそれぞれ直交して水平方向に延び、前記支柱に対して上下動可能に配設
された背もたれ枠と、枢軸を介して前記支柱の上部に回動可能に連結され、長手方向に伸
縮可能なアームと、このアームの長手方向に移動可能に、かつ当該アームの軸線周りに回
動可能にそれぞれ装着されたボディサポータと、前記アームの端部に、当該アームの軸線
を含む垂直面に対して回動可能にそれぞれ装着された背もたれ機構とを備え、前記一対の
ボディサポータの端面を対向配置させて連結したことを特徴とする電動車椅子。
【請求項２】
前記一対のボディサポータの端面間にオートロック機構が配設されている請求項１に記載
の電動車椅子。
【請求項３】
前記アームが、円筒状の第１のアームと第２のアームと第３のアームとを備え、前記第１
のアームに対して前記第２のアームが、また、この第２のアームに対して第３のアームが
抜き差し可能にそれぞれ装着されている請求項１または２に記載の電動車椅子。
【請求項４】
前記第２のアームに前記ボディサポータが装着され、当該第２のアームの軸線に直交する
軸線周りに回動可能に支持されている請求項３に記載の電動車椅子。
【請求項５】
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前記第３のアームに前記背もたれ機構が装着され、この背もたれ機構が前記第３のアーム
の端部に突設された枢軸に回動可能に支持された連結バーと、この連結バーに回動可能に
支持された一対の背もたれとで構成され、これらの背もたれの端面を対向配置させて連結
した請求項３または４に記載の電動車椅子。
【請求項６】
前記一対の背もたれの端面間にオートロック機構が配設されている請求項５に記載の電動
車椅子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、高齢者や脚腰に障害を持って歩行の困難な人、あるいは肢体不自由者等を、ベ
ッドから車椅子、あるいは便座等へ相互移乗する際に補助をする機能を備えた電動車椅子
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
高齢者や脚腰に障害を持って歩行の困難な人、あるいは上下肢に障害があり、車椅子を自
走・自操することのできない人が自立生活を送るために、手の力を必要とせず、簡単な押
しボタン式のような操作だけで走行できる電動車椅子を利用する訳であるが、従来、この
種の電動車椅子としては、背もたれや肘掛は電動車椅子の構造上の制約から、固定式で不
動の構成が一般的で、利用者はそれらの背もたれや肘掛を避けながら着座せざるを得なく
、例えば、ベッドから電動車椅子、また電動車椅子から便座、浴槽等の目的手段へ移乗す
る場合、逆にそれらの目的手段から電動車椅子、あるいは電動車椅子からベッドへの移乗
は、甚だしく困難な動作となっている。
【０００３】
こうした課題を解決するものとして、例えば、図１２に示すものがある。この電動車椅子
は、台車５１と、その上面に支持された座席５２と、この座席５２の両側に設けられた肘
掛５３と、この肘掛５３の間に設けられた背もたれ５４と、肘掛５３の近傍に着脱可能に
連結された操作パネル６１およびスイッチハンドル６２とからなる。
【０００４】
肘掛５３はＵ字状のフレーム５５で形成され、背もたれ５４はこれに着脱自在に装着され
ている。台車５１の下面にはそのコーナー部に円筒状の脚部５６が立設され、それらの脚
部５６の下端部には駆動輪５７および走行輪５７ａが設けられて、台車５１を移動可能に
構成している。駆動輪５７は駆動機構６３を備え、この駆動機構６３に電源を供給する蓄
電池６４が台車５１に搭載されている。
【０００５】
Ｕ字状のフレーム５５の下面には棒状部５８が垂下され、台車５１の開口部５９を介して
脚部５６に挿通された第１の棒状部５８Ａと、台車５１のガイド孔６０に挿通された第２
の棒状部５８Ｂとから構成されている。Ｕ字状のフレーム５５に固定された肘掛５３およ
び背もたれ５４は、これら棒状部５８により案内され電動手段によって上下方向に背もた
れ５２に対して昇降可能に構成されている（例えば、特許文献１。）。
【０００６】
【特許文献１】
特開２００３－６５３号公報（第３、４頁、第１図）
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
然しながら、こうした従来の電動車椅子では、肘掛５３は座席５２に対して昇降可能に構
成されているが、座席５２が台車５１の上面に固定されているため、例えば、利用者がベ
ッドから電動車椅子に移乗する場合、電動車椅子をベッドに接近させた後、利用者が前後
に体を反転させて背もたれに着座し、肘掛５３等に自らの手で体を支えながら背もたれ５
４まで体を移動させる必要がある。さらに、利用者が電動車椅子から便座等に移乗する場
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合は、座席５２と便座との高さが異なり、その移乗動作は困難を極めることになり、必然
的に介助者の補助を余儀なくしていた。
【０００８】
したがって、前述した従来の電動車椅子は未だ充分とは言えず、自立生活を送る上で実用
化を妨げ、普及の阻害因子となっている。高齢化が進む近年、立位歩行障害者の増加が予
想される中で、利用者の体力増進や精神機能の刺激効果を高め、自立性向上と人間らしい
質的生活環境の確立に寄与し、利用者、介助者双方にとって、身体的、心理的負担が排除
され、衛生的で、かつ利用者単独での簡単な操作で、安全で安定した移乗動作が可能な電
動車椅子の開発が望まれていた。
【０００９】
本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、あらゆる目的手段の高さ等の制約を
受けず、移乗部が開放され、かつ、リフター機能を有する移乗装置を搭載した電動車椅子
を提供することを目的としている。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
かかる目的を達成すべく、本発明のうち請求項１記載の発明は、キャスターと車輪とで移
動自在に支持された基台と、この基台に立設された一対の支柱と、これらの支柱にそれぞ
れ直交して水平方向に延び、前記支柱に対して上下動可能に配設された背もたれ枠と、枢
軸を介して前記支柱の上部に回動可能に連結され、長手方向に伸縮可能なアームと、この
アームの長手方向に移動可能に、かつ当該アームの軸線周りに回動可能にそれぞれ装着さ
れたボディサポータと、前記アームの端部に、当該アームの軸線を含む垂直面に対して回
動可能にそれぞれ装着された背もたれ機構とを備え、前記一対のボディサポータの端面を
対向配置させて連結した構成を採用した。
【００１１】
これらの構成により、あらゆる目的手段の高さ等の制約を受けず、リフター機能を有する
一対のボディサポータにより、安全で安定した移乗動作が可能となり、利用者に不快感や
不安感を与えることなく、ボディサポータに身を預けるがごとくに寄りかかるだけで楽に
移乗が達成でき、仮性寝たきり老人等の早期床離れを促し、体力増進や精神機能の刺激効
果を高めると共に、自立性と人間らしい質的生活環境の確立に寄与することができる。さ
らに、座席枠に開放空間を設けることができるため、ベッドから電動車椅子、または電動
車椅子から種々の目的手段への移乗動作の障害にならない。したがって、利用者が単独に
、あるいは介助者の簡単な操作で、かつ安全で安定した移乗動作が可能な移乗装置付き電
動車椅子を提供することができる。
【００１２】
好ましくは、請求項２に記載の発明のように、前記一対のボディサポータの端面間にオー
トロック機構が配設されていれば、分割されたボディサポータであっても自動的に剛性の
高い一体のものにすることができる。
【００１３】
また、請求項３に記載の発明は、前記アームが、円筒状の第１のアームと第２のアームと
第３のアームとを備え、前記第１のアームに対して前記第２のアームが、また、この第２
のアームに対して第３のアームが抜き差し可能にそれぞれ装着されているので、簡単な構
造でスペースを取らず移乗空間を確保した状態で、このアームの長手方向にボディサポー
タを容易に移動させることができる。
【００１４】
また、請求項４に記載の発明は、前記第２のアームに前記ボディサポータが装着され、当
該第２のアームの軸線に直交する軸線周りに回動可能に支持されているので、通常走行等
、移乗動作以外の時にはこのボディサポータを取外すことなく電動車椅子の両側に収納す
ることができ、電動車椅子としての付加価値が高くなる。
【００１５】
また、請求項５に記載の発明は、前記第３のアームに前記背もたれ機構が装着され、この
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背もたれ機構が前記第３のアームの端部に突設された枢軸に回動可能に支持された連結バ
ーと、この連結バーに回動可能に支持された一対の背もたれとで構成され、これらの背も
たれの端面を対向配置させて連結したので、移乗時には開放空間を確保することができる
。なお、座席枠に別途進退自在な座席を内蔵させているので、この背もたれ機構を最下部
に回動させることにより、所謂座席としても使用することができ、高機能な背もたれ機構
を提供することができる。
【００１６】
好ましくは、請求項６に記載の発明のように、前記一対の背もたれの端面間にオートロッ
ク機構が配設されていれば、分割された背もたれであっても自動的に剛性の高い一体のも
のにすることができる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。図１は、本発明に係る電動
車椅子の実施形態を示す側面図、図２は図１を正面から見た矢視図、図３は図１の平面図
である。
【００１８】
本発明に係る電動車椅子は、キャスターＣ１、Ｃ２と駆動車輪Ｗとで移動自在に支持され
た基台１と、この基台１に固定された一対の基部２と、この基部２に立設された支柱２ａ
と、この支柱２ａに対し、昇降可能に装着された連結部４と、この連結部４から水平方向
に延びる一対の座席枠３と、連結部４に立設され、枢軸５ａを介して回動可能に連結され
た基柱５と、この基柱５から水平方向に延びる一対のアーム（肘掛）６と、このアーム６
の長手方向に移動可能で、かつ、アーム６の軸線の周りに回動可能に装着されたボディサ
ポータ７と、アーム６の先端部に配設され、このアーム６の長手方向に移動可能で、かつ
、アーム６の軸線を含む垂直平面に対して回動可能に構成された背もたれ機構８とを備え
ている。
【００１９】
台座１の略中間に位置する駆動車輪Ｗは、空気入りタイヤからなり、走行を安定させると
共に、図示しないベッドの下の空間等に基台１が潜り込めるように小径に形成されている
。この駆動車輪Ｗは車軸Ｗ１の両端に固定され、軸受（図示せず）を介して基台１に対し
て回転自在に支承されている。また、車軸Ｗ１は、歯車（図示せず）を介して減速機付き
電動モータ９に接続され、基台１に搭載されたバッテリーＢから供給される電力によって
駆動される。なお、駆動車輪Ｗの回転数は、通常の健常者がゆっくりと歩行する程度の速
度になるように設定されている。なお、ここでは６輪からなる走行機構を例示したが、こ
れに限らず、従来のように、駆動輪ＷとキャスターＣ１からなる４輪機構、あるいは、キ
ャスターＣ１自体が駆動輪として機能する機構であっても良い。
【００２０】
基台１は略Ｈ型をなし、中央部にバッテリーＢと減速機付き電動モータ９が搭載され、前
部（Ｆ）には利用者が移乗する際に障害とならないように充分な空間を有している。基部
４にはフレーム１０が固着され、折り畳み式のフートレスト１１およびレッグレスト１２
が角度調整可能に装着されている。したがって、これらのフートレスト１１およびレッグ
レスト１２は、基台１に対して昇降可能に構成され、利用者の体格に合った位置に調整す
ることができる。
【００２１】
図４に示すように、基部２には昇降用モータＭ１が内蔵され、ピニオン１３が回転自在に
配設されている。また、連結部４には、支柱２ａ内に垂下した状態で昇降軸１４が上下動
可能に内挿され、ピニオン１３に噛合するラック歯１４が形成されている。また、連結部
４には筒体４ａが突設され、支柱２ａに対して抜き差し自在に内挿されて昇降軸１４自体
が外部に露出しないように構成されている。これにより、利用者が移乗時、利用者の衣服
等がこの昇降軸１４に噛み込んで怪我等を起こすのを防止することができる。さらに、外
部から塵等の異物が内部に侵入して作動不良等の発生を防止することができる。なお、こ
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こでは、昇降手段としてラックアンドピニオン方式を例示したが、これに限らず、ウオー
ム歯車方式やボールねじ方式であっても良い。
【００２２】
図５に示すように、連結部４は、基柱５と、この基柱５を挟持するよう配設された一対の
側板５ｂと、この側板５ｂに回転自在に架設された枢軸５ａと、この枢軸５ａの略中央部
に固着され、扇形状に形成された傾動歯車１５と、この傾動歯車１５に噛合するウオーム
歯車１６、およびウオーム歯車１６を回転駆動する傾動用モータＭ２とからなる。傾動歯
車１５が基柱５に突設されたヨーク５ｃに一体固定されているので、ウオーム歯車１６を
回転させることにより、立設されている基柱５自体を所定角度に傾斜させることができる
。傾斜角度の範囲は、支柱２ａに対して最大前方に６０°、後方に５°程度が好ましい。
本実施形態では基柱５の傾動手段としてウオーム歯車方式を採用したので、基柱５を所定
角度に傾斜させた状態でその位置を保持するロック機構が不要となり、操作性と安全性の
面で利便性に富んでいる。なお、これに限らず、ロック機構を付与すれば平歯車同士の組
み合わせであっても良い。
【００２３】
図１および図２に示すように、基柱５の上部には操作部１７が設けられ、この操作部１７
には操作パネル１７ａが装着されている。操作パネル１７ａには、電動車椅子を前後進さ
せるためのスイッチハンドル１８をはじめ、連結部４を含む座席枠３を上昇・下降させる
昇降スイッチ等各種スイッチ類が設けられ、スイッチ機構を介して電気的に切換が行なわ
れる。この操作パネル１７ａと各種モータ類およびバッテリＢとは、図示しないフレキシ
ブルコードによって電気的に結線されている。
【００２４】
図６に示すように、操作部１７から円筒状のアーム６を構成する第１のアーム１９が水平
方向に延びている。アーム６は、この第１のアーム１９と、第１のアーム１９に対して抜
き差し自在に内挿された第２のアームと、さらに、この第２のアーム２０に対して抜き差
し自在に内挿された第３のアーム２１とで構成されている。第１のアーム１９には第２の
アーム２０を前後動させるための前後動用モータＭ３が配設されている。この前後動用モ
ータＭ３は、第１のアーム１９の内径に固着されたステータ２２と、このステータ２２に
対峙し、ボールねじ軸２４の一端部に外嵌されたロータ２３とからなる。なお、利用者の
肘等が接触する第１のアーム１９の少なくとも上面に、ラバー等の弾性部材を固着すれば
、違和感なく快適な電動車椅子の操作を行なうことができる。
【００２５】
ボールねじ軸２４は第１、第２のアーム１９、２０に内挿され、転がり軸受２５を介して
第１のアーム１９に対し回転自在に、かつ軸方向移動不可に配設されている。第２のアー
ム２０は、第１のアーム１９に内挿される外筒２０ａと、この外筒２０ａに収容され、ボ
ールねじ軸２４にボール２６ａを介して外挿されたナット２６と、外筒２０ａに対してナ
ット２６を回転自在に支承する転がり軸受２７と、外筒２０ａの端部外周に設けられ、ナ
ット２６に突設されたフランジ２６ｂに係脱可能に配設されたクラッチ２８とからなる。
したがって、ナット２６は、外筒２０ａに対して回転自在に、かつボールねじ軸２４に対
して軸方向に移動可能に配設されている。
【００２６】
第１のアーム１９に対して第２のアーム２０を前後動させる場合は、クラッチ２８をナッ
ト２６のフランジ２６ｂに係合させて外筒２０ａとナット２６とを一体化し、ボールねじ
軸２４を所定の方向に回転させることにより行なう。すなわち、第１のアーム１９と第２
のアーム２０の外筒２０ａとの摩擦係数は、ナット２６とボールねじ軸２４との摩擦係数
よりも格段に大きいため、ナット２６が回転不可の状態になるから、ボールねじ軸２４の
回転により、ナット２６およびこのナット２６と一体に第２のアーム２０の外筒２０ａが
ボールねじ軸２４に沿って軸方向に移動する。
【００２７】
一方、ナット２６を回転させる場合は、クラッチ２８をナット２６のフランジ２６ｂから
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離反させて外筒２０ａとナット２６との係合を解除し、ボールねじ軸２４を所定の方向に
回転させることにより行なう。すなわち、今度は転がり軸受２７の摩擦係数は、ナット２
６とボールねじ軸２４との摩擦係数よりも格段に小さいため、ボールねじ軸２４の回転に
伴い、ナット２６はその摩擦抵抗によってボールねじ軸２４と供回りし、ゆっくりと第１
のアーム１９の軸線周りに回動することになる。なお、ここでは円筒状のアーム６を例示
したが、これに限らず、例えば断面が矩形状のアームであっても良い。
【００２８】
図２に示すように、ナット２６のフランジ２６ｂには後述する角度調整部２９を介してボ
ディサポータ（以下ＢＳと呼ぶ）７が連結されている。このＢＳ７は、一対のＢＳ７ａ、
７ｂからなり、一体化されて利用者の上体を支持する部材として使用される。一方のＢＳ
７ａには出没可能に固定ピン３０が配設され、他方のＢＳ７ｂにはこの固定ピン３０が嵌
合するピン孔（図示せず）が穿設されている。ナット２６のフランジ２６ｂの回動に伴い
一対のＢＳ７ａ、７ｂの端面が対向配置されると、近接スイッチ（図示せず）が作動して
ＢＳ７ａの固定ピン３０が突出し、ＢＳ７ｂのピン孔に嵌合して両者は一体化される（オ
ートロック機構）。これにより、分割されたボディサポータ７ａ、７ｂであっても自動的
に剛性の高い一体のものにすることができる。
【００２９】
このＢＳ７は、利用者の胸部を支持する上部３１と、腹腰部を支持する下部３２と、これ
ら上部３１と下部３２とを連結する繋ぎ部３３とを備えている。上部３１には、利用者に
違和感を生じさせないようその体形に合せて湾曲した凹所３１ａが形成され、快適に利用
者が身を預けるための構成としている。一方、下部３２の基部には、利用者のでん部を安
定よく保持するための側壁３４が一体に突設されている。なお、繋ぎ部３３に継手等を配
設し、上部３１と下部３２とを屈曲自在に連結することにより、利用者の体形に合せて角
度調整しても良いし、上部３１と下部３２とを利用者の身長に合わせ伸縮自在な構造にし
ても良い。
【００３０】
ＢＳ７は、角度調整部２９によって適宜利用者の姿勢に応じて角度調整される訳であるが
、その角度調整部２９は、図７に示すように、ナット２６のフランジ２６ｂに内蔵された
角度調整用モータＭ４と、この角度調整用モータＭ４に接続された駆動軸３５と、この駆
動軸３５の端部に固定されたピニオン３６と、このピニオン３６に噛合するギア３７と、
このギア３７を固定する固定軸３８と、駆動軸３５を回転自在に支承する転がり軸受３９
ａ、３９ｂとからなる。ここで、角度調整用モータＭ４により駆動軸３５を回転させると
、ピニオン３６を介してＢＳ７が回動して所定の角度に調整することができる。ここで、
角度調整部２９は、移乗時に利用者の脇部が丁度位置することになり、適度な出っ張りに
より安定した移乗動作ができる。
【００３１】
前述したリフター機能を有するＢＳ７により、安全で安定した移乗動作が可能となり、利
用者に不快感や不安感を与えることなく、ＢＳ７に身を預けるがごとくに寄りかかるだけ
で楽に移乗が達成でき、仮性寝たきり老人等の早期床離れを促し、体力増進や精神機能の
刺激効果を高めると共に、自立性と人間らしい質的生活環境の確立に寄与することができ
る。さらに、座席枠３に開放空間を設けることができるため、ベッドから電動車椅子、ま
たは電動車椅子から種々の目的手段への移乗動作の障害にならない。したがって、利用者
が単独に、あるいは介助者の簡単な操作で、かつ安全で安定した移乗動作が可能な移乗装
置付き電動車椅子を提供することができる。
【００３２】
再び図６に戻ってアーム６を構成する第３のアーム２１について説明する。この第３のア
ーム２１は第２のアーム２０の後端部に配設され、第２のアーム２０の外筒２０ａに抜き
差し自在に内挿された内筒２１ａと、外筒２０ａに収容された前後動用モータＭ５と、こ
の前後動用モータＭ５によって回転されるボールねじ軸４０と、このボールねじ軸４０に
ボール４１ａを介して外嵌され、内筒２１ａに内嵌されたナット４１と、ボールねじ軸４
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０を外筒２０ａに対して回転自在に支承する転がり軸受４２とを備えている。第２のアー
ム２０に対してこの第３のアーム２１を前後動させる場合は、ボールねじ軸４０を所定の
方向に回転させることにより行なう。すなわち、ボールねじ軸４０の回転により、ナット
４１およびナット４１と一体になった内筒２１ａがボールねじ軸４０に沿って軸方向に移
動する。
【００３３】
図８は、ナット４１部を断面した横断面図、図９は、第３のアーム２１の要部側面図を示
す。第３のアーム２１は、前述した前後動機構以外に、第３のアーム２１の軸線を含む垂
直平面において背もたれ４３を回動させて出し入れする回動機構を備えている。この回動
機構は、内筒２１ａの側部に突設された枢軸４４と、この枢軸４４を介して揺動可能に配
設された連結バー４５と、この連結バー４５に一体固着された回転円板４６と、ナット４
１の上部に配設された回動用モータＭ６と、この回動用モータＭ６に接続され、回転円板
４６に形成されたガイド孔４７に係合するピニオン４８とからなる。
【００３４】
回転円板４６のガイド孔４７は枢軸４４を中心とする略半円弧状に形成され、その内壁に
はピニオン４８に噛合する歯４７ａが刻設されている。ここで、回動用モータＭ６を駆動
させてピニオン４８を回転させると、回転円板４６は枢軸４４を中心に回転し、この回転
円板４６に一体固着された連結バー４５が略１８０°の範囲で回動して利用者のでん部を
支持する背もたれ４３が出し入れされ、補助的な座席として使用することができる。なお
、座席枠３に別途進退自在な座席（図示せず）を内蔵させているので、この背もたれ機構
８を最上部に回動させることにより、例えば、通常走行時や便座に着座している時、背も
たれとして使用することができ、補助的な座席機能を有する高機能な背もたれ機構８を提
供することができる。
【００３５】
図２に示すように、この背もたれ４３は、一対の背もたれ４３ａ、４３ｂからなり、前述
したＢＳ７と同様一体化されて使用される。一方の背もたれ４３ａの端面には出没可能に
固定ピン４９が配設され、他方の背もたれ４３ｂの端面にはこの固定ピン４９が嵌合する
ピン孔（図示せず）が穿設されている。連結バー４５の回動に伴い一対の背もたれ４３ａ
、４３ｂの端面が対向配置されると、近接スイッチ（図示せず）が作動して一方の背もた
れ４３ａの固定ピン４９が突出し、他方の背もたれ４３ｂのピン孔に嵌合して両者は一体
化される（オートロック機構）。
【００３６】
さらに、一対の背もたれ４３ａ、４３ｂの支持側端面には、固定ピン４３ｃが出没可能に
配設されている。ここで、一対の背もたれ４３ａ、４３ｂが略水平位置に対向配置された
時、近接スイッチ（図示せず）が作動して固定ピン４３ｃが突出し、座席枠３に形成され
たピン孔に嵌合して背もたれ４３ａは座席枠３に固定される（オートロック機構）。これ
により、利用者の全体重がこの背もたれ４３に負荷されても安定して支持することができ
、かつ長期間に亘って耐久性を維持することができる。
【００３７】
また、図８に示すように、背もたれ４３ａ（４３ｂ）は、ピボット軸５０を介して回動自
在に連結バー４５に支持されている。このピボット軸５０は凸球面に形成され、背もたれ
４３ａ（４３ｂ）に所定の負すきまにて嵌合されている。このように、ピボット軸５０に
予圧を付与することにより、背もたれ４３ａ（４３ｂ）は、利用者の姿勢に応じて自動的
にその角度が変化して馴染み、快適なもたれ感や座りごこち感を提供することができる。
また、利用者に違和感を生じさせないよう、背もたれ４３には利用者の体形に合せて湾曲
した凹所が形成されている。
【００３８】
次に、図１０を用いて、ベッド等から便所までの移動、および用便時の動作と操作説明を
行なう。
１．ベッドから利用者が起きた後、あるいは利用者が起きる前に、介助者によって電動車
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椅子を予め次の手順で準備しておく。
▲１▼利用者の体重を支える座面４３は、回転円板４６を予め回転させて最上部に上げ、
利用者が電動車椅子に移乗する時に障害にならないよう移乗空間を確保しておく。
▲２▼昇降軸１４を上下動させて高さ調整し、座席枠３をベッドの高さに合わせておく。
▲３▼アーム６を水平位置０°にし、ＢＳ７をアーム６の最前部（Ｆ）に移動させて、基
柱５を前傾５０°～６０°の範囲内で選定して傾動させる。
▲４▼利用者がベッドから起き上がって腰掛ける位置を予測し、電動車椅子を利用者の足
側のベッドサイドにバックして進入させ、ベッドの下の空間に基台１を潜り込ませる。
２．手動または電動により電動車椅子を正面から静かにベッドに引き寄せ、脚を片方ずつ
フートレスト１１に仮置きした後、電動車椅子をベッドの奥まで押し入れてフートブレー
キを掛ける。
３．操作パネル１７ａのスイッチを操作してＢＳ７の下部３２の下端が利用者の下腹部（
骨盤前部）に適合する位置まで接近させる。次いで、両腕をＢＳ７、またはアーム６に仮
置きする。
４．ＢＳ７に上体を預けるように寄りかかり、両腕は、上体の重心を前方に充分移動させ
るために、ＢＳ７の両側から回して前方に降ろし、腕を組むようにして自分の膝を抱える
ような体勢を取る。この体勢は、アーム６が傾動するにしたがって、ＢＳ７と利用者の上
体も水平位に近付き、ＢＳ７で受ける下腹部と胸部に加わる圧力は分散されるため、脇の
下や腹部には苦痛や不快感を与えることなく、快適に身を預けることができる。
５．操作パネル１７ａを操作してさらにアーム６を傾斜させると、ＢＳ７に身を預けてい
る利用者のでん部は浮上する。
６．でん部が僅かに浮上している間に、操作パネル１７ａを操作して背もたれ４３を最上
部から回動させてでん部に接近させる。
７．アーム６を元の水平位置に戻すと共に、でん部を静かに背もたれ４３上に降ろし、電
動車椅子への移乗動作を終了する。
８．駆動車輪Ｗのブレーキを解除すると共に、操作パネル１７ａのスイッチハンドル１８
を操作して電動車椅子を進行させて便所に向う。
９．バックして後部（Ｒ）から便所に入り、便座の上に背もたれ４３が適合する位置で駆
動車輪Ｗにブレーキを掛ける。
１０．フートレスト１１から脚を床に降ろし、両脚の前面をやや前傾位置に設定したレッ
グレスト１２にセットし、予め脱衣の準備を行なう。
１１．前記４、５項の操作を繰り返し、利用者のでん部が浮上したところで背もたれ４３
を最上部に回動させた後脱衣する。
１２．その後、背もたれ４３を退去させ、でん部を直接便座上に静かに降ろし、用便後は
、前記した逆操作を行なう。
【００３９】
人体の重心は骨盤のほぼ中央に位置する仙骨岬角の前部にあることから、下腹部でその仙
骨岬角前部に最も近い部分が骨盤前部両側の腸骨棘付近（左右の腰骨を結ぶ線と恥骨と臍
を結ぶ線の交点と略一致する）にあたる。したがって、ＢＳ７の下部３２の先端をこの骨
盤前部に適合するように、中央部を凹型にして下腹部の圧迫を回避し、その両側に側壁３
４を突設させて骨盤前部の両側が適合するようにしている。このように、ＢＳ７による上
体支持機構は、人体の重心に最も近い骨盤前部で支持するようにしたため、脇の下でアー
ム６にしがみつく必要がなく、胸郭（肋骨で囲まれた籠状の部分で、胸背部周辺を指す）
を締め付けるバンド類も不要となる。したがって、腕力が低下した重度立位歩行困難な利
用者にも適用することができる。
【００４０】
前述した電動車椅子は、背もたれ４３を最上部または電動車椅子の両側に回動させて座席
枠３に開放空間を設けることができるため、ベッドから電動車椅子、または電動車椅子か
ら種々の目的手段への移乗動作の障害にならない。したがって、利用者が単独に、あるい
は介助者の簡単な操作で、かつ安全で安定した移乗動作が可能な移乗装置付き電動車椅子
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を提供することができる。
【００４１】
次に、図１１に示した要部斜視図を用いてＢＳ７の収容動作について説明する。通常、電
動車椅子で走行する場合、あるいは介助者によって移乗以外の介助をする場合、ＢＳ７は
不要となるため、走行や介助等の邪魔にならないように本実施形態ではＢＳ７を収容する
ことができる。
１．操作パネル（図示せず）を操作して一対のＢＳ７ａ、ＢＳ７ｂを連結している固定ピ
ン３０をピン孔から抜いて両者のロックを解除する。
２．角度調整部２９を操作し、一方のＢＳ７ａを略水平になるまで傾斜させ、その後、他
方のＢＳ７ｂを同様に傾斜させる。この動作は両方のＢＳ７ａ、ＢＳ７ｂ同時に行なって
も良い。
３．ナット２６のフランジ２６ｂを、アーム６の軸線の周りに略２７０°回動させ、一対
のＢＳ７ａ、ＢＳ７ｂを電動車椅子の両側に収容する。
【００４２】
以上、本発明の実施の形態について説明を行ったが、本発明はこうした実施の形態に何等
限定されるものではなく、あくまで例示であって、本発明の要旨を逸脱しない範囲内にお
いて、さらに種々なる形態で実施し得ることは勿論のことであり、本発明の範囲は、特許
請求の範囲の記載によって示され、さらに特許請求の範囲に記載の均等の意味、および範
囲内のすべての変更を含む。
【００４３】
【発明の効果】
以上詳述したように、本発明に係る電動車椅子は、キャスターと車輪とで移動自在に支持
された基台と、この基台に立設された一対の支柱と、これらの支柱にそれぞれ直交して水
平方向に延び、前記支柱に対して上下動可能に配設された座席枠と、枢軸を介して前記支
柱の上部に回動可能に連結され、長手方向に伸縮可能なアームと、このアームの長手方向
に移動可能に、かつ当該アームの軸線周りに回動可能にそれぞれ装着されたボディサポー
タと、前記アームの端部に、当該アームの軸線を含む垂直面に対して回動可能にそれぞれ
装着された背もたれ機構とを備え、前記一対のボディサポータの端面を対向配置させて連
結したので、あらゆる目的手段の高さ等の制約を受けず、リフター機能を有する一対のボ
ディサポータにより、安全で安定した移乗動作が可能となり、利用者に不快感や不安感を
与えることなく、ボディサポータに身を預けるがごとくに寄りかかるだけで楽に移乗が達
成でき、仮性寝たきり老人等の早期床離れを促し、体力増進や精神機能の刺激効果を高め
ると共に、自立性と人間らしい質的生活環境の確立に寄与することができる。さらに、背
もたれ枠に開放空間を設けることができるため、ベッドから電動車椅子、または電動車椅
子から種々の目的手段への移乗動作の障害にならない。したがって、利用者が単独に、あ
るいは介助者の簡単な操作で、かつ安全で安定した移乗動作が可能な移乗装置付き電動車
椅子を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る電動車椅子の実施形態を示す側面図である。
【図２】本発明に係る電動車椅子を前方正面から見た矢視図である。
【図３】図１の平面図である。
【図４】本発明に係る昇降機構を示す縦断面図である。
【図５】本発明に係るアーム傾斜機構を示す一部を破断した側面図である。
【図６】本発明に係るアームを示す縦断面図である。
【図７】本発明に係るＢＳ角度調整機構を示す縦断面図である。
【図８】本発明に係る背もたれ機構を示す横断面図である。
【図９】同上、要部側面図である。
【図１０】移乗動作を説明するための説明図である。
【図１１】ＢＳの収容動作を説明するための要部斜視図である。
【図１２】従来の電動車椅子を示す斜視図である。
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【符号の説明】
１・・・・・・・・・・・・・・・・・基台
２・・・・・・・・・・・・・・・・・基部
２ａ・・・・・・・・・・・・・・・・支柱
３・・・・・・・・・・・・・・・・・背もたれ枠
４・・・・・・・・・・・・・・・・・連結部
４ａ・・・・・・・・・・・・・・・・筒体
５・・・・・・・・・・・・・・・・・基柱
５ａ、４４・・・・・・・・・・・・・枢軸
５ｂ・・・・・・・・・・・・・・・・側板
５ｃ・・・・・・・・・・・・・・・・ヨーク
６・・・・・・・・・・・・・・・・・アーム
７、７ａ、７ｂ・・・・・・・・・・・ボディサポータ
８・・・・・・・・・・・・・・・・・背もたれ機構
９・・・・・・・・・・・・・・・・・減速機付きモータ
１０・・・・・・・・・・・・・・・・フレーム
１１・・・・・・・・・・・・・・・・フートレスト
１２・・・・・・・・・・・・・・・・レッグレスト
１３、３６、４８・・・・・・・・・・ピニオン
１４・・・・・・・・・・・・・・・・昇降軸
１４ａ・・・・・・・・・・・・・・・ラック歯
１５・・・・・・・・・・・・・・・・傾動歯車
１６・・・・・・・・・・・・・・・・ウオーム歯車
１７・・・・・・・・・・・・・・・・操作部
１７ａ・・・・・・・・・・・・・・・操作パネル
１８・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチハンドル
１９・・・・・・・・・・・・・・・・第１のアーム
２０・・・・・・・・・・・・・・・・第２のアーム
２０ａ・・・・・・・・・・・・・・・外筒
２１・・・・・・・・・・・・・・・・第３のアーム
２１ａ・・・・・・・・・・・・・・・内筒
２２・・・・・・・・・・・・・・・・ステータ
２３・・・・・・・・・・・・・・・・ロータ
２４、４０・・・・・・・・・・・・・ボールねじ軸
２５、２７、３９ａ、３９ｂ、４２・・転がり軸受
２６、４１・・・・・・・・・・・・・ナット
２６ａ、４１ａ・・・・・・・・・・・ボール
２６ｂ・・・・・・・・・・・・・・・フランジ
２８・・・・・・・・・・・・・・・・クラッチ
２９・・・・・・・・・・・・・・・・角度調整機構
３０、４９、４３ｃ・・・・・・・・・固定ピン
３１・・・・・・・・・・・・・・・・上部
３１ａ・・・・・・・・・・・・・・・凹所
３２・・・・・・・・・・・・・・・・下部
３３・・・・・・・・・・・・・・・・繋ぎ部
３４・・・・・・・・・・・・・・・・側壁
３５・・・・・・・・・・・・・・・・駆動軸
３７・・・・・・・・・・・・・・・・ギア
３８・・・・・・・・・・・・・・・・固定軸
４３、４３ａ、４３ｂ・・・・・・・・背もたれ
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４５・・・・・・・・・・・・・・・・連結バー
４６・・・・・・・・・・・・・・・・回転円板
４７・・・・・・・・・・・・・・・・ガイド孔
４７ａ・・・・・・・・・・・・・・・歯
５０・・・・・・・・・・・・・・・・ピボット軸
５１・・・・・・・・・・・・・・・・台車
５２・・・・・・・・・・・・・・・・座席
５３・・・・・・・・・・・・・・・・肘掛
５４・・・・・・・・・・・・・・・・背もたれ
５５・・・・・・・・・・・・・・・・Ｕ字状フレーム
５６・・・・・・・・・・・・・・・・脚部
５７・・・・・・・・・・・・・・・・駆動輪
５７ａ・・・・・・・・・・・・・・・走行輪
５８、５８Ａ、５８Ｂ・・・・・・・・棒状部
５９・・・・・・・・・・・・・・・・開口部
６０・・・・・・・・・・・・・・・・ガイド孔
６１・・・・・・・・・・・・・・・・操作パネル
６２・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチハンドル
６３・・・・・・・・・・・・・・・・駆動機構
６４・・・・・・・・・・・・・・・・蓄電池
Ｂ・・・・・・・・・・・・・・・・・バッテリ
Ｃ１、Ｃ２・・・・・・・・・・・・・キャスタ
Ｆ・・・・・・・・・・・・・・・・・前部
Ｒ・・・・・・・・・・・・・・・・・後部
Ｍ１・・・・・・・・・・・・・・・・昇降用モータ
Ｍ２・・・・・・・・・・・・・・・・傾動用モータ
Ｍ３、Ｍ５・・・・・・・・・・・・・前後動用モータ
Ｍ４・・・・・・・・・・・・・・・・角度調整用モータ
Ｍ６・・・・・・・・・・・・・・・・回動用モータ
Ｗ・・・・・・・・・・・・・・・・・駆動車輪
Ｗ１・・・・・・・・・・・・・・・・車軸
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